
1 

令和元年教育委員会 第１２回定例会 

 

１ 日  時  令和元年１２月２６日（木） １３時３０分開会 １５時２３分閉会 

 

２ 場  所  教育委員会庁舎３階 第１会議室 

 

３ 出席委員  教育長              林   秀 樹 

教育委員             笹 谷 純 代 

教育委員             小 澤 倭文夫 

教育委員             荒 田 純 司 

教育委員             常 見 幸 司 

 

４ 欠席委員  なし 

 

５ 出席職員  教育部長             森   貴 仁 

教育部次長            須 藤 慶 子 

教育部市立学校適正配置担当次長  松 井 宏 幸 

学校教育支援室主幹（生徒指導・特別支援担当） 大 山 倫 生 

学校教育支援室主幹（教育課程・研修担当） 谷 口   剛 

学校教育支援室主幹（学務担当）  吉 田 健 一 

学校教育支援室主幹（市立学校適正配置担当） 佐々木 雅 一 

美術館主幹            星 田 七 重 

学校給食センター副所長      作 田 敏 春 

教育総務課長           成 田 和 陽 

施設管理課長           伊 藤 雅 浩 

生涯学習課長           山 澤 亮 司 

教育総務課総務係長        安 藤 英 明 

教育総務課総務係         田 中 康 平 

 

６ 傍 聴 人  なし 

 

７ 議  題 

 

議案第１号 小樽市立学校に入学する学齢児童及び生徒の学校指定に関する規則の一部を改正す

る規則案 

議案第２号 小樽市教育推進計画について 

協議第１号 令和元年度教育費補正予算案について 

協議第２号 令和２年度教育費予算案について 

報告第１号 小樽市成人式について 
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報告第２号 文化庁メディア芸術祭小樽展の開催について 

報告第３号 令和２年度全国学力・学習状況調査について 

その他   ・寄附採納について 

   

８ 議  事 

 

林教育長  ただ今から、教育委員会第１２回定例会を開会いたします。 

本日の会議の議事録署名委員に、荒田純司委員を御指名させていただきます。 

はじめに、お諮りいたします。協議第１号 令和元年度教育費補正予算案について、及び

協議第２号 令和２年度教育費予算案について は会議規則第１３条第１項第３号により

非公開とし、議事録については結果のみ記載することとしまして、最後に審議していただき

たいと思いますが、それでよろしいでしょうか。 

 

各委員   （異議なし） 

 

林教育長  それでは、そのように進めさせていただきます。 

それでは、議案第１号 小樽市立学校に入学する学齢児童及び生徒の学校指定に関する規

則の一部を改正する規則案について、説明をお願いします。 

 

議案第１号 小樽市立学校に入学する学齢児童及び生徒の学校指定に関する規則の一部を改正する規則案  

 

学校教育支援室主幹（学務担当）  議案第１号 小樽市立学校に入学する学齢児童及び生徒の学校指 

定に関する規則の一部を改正する規則案について、御説明いたします。 

この規則案は、令和２年３月末に豊倉小学校が閉校し、統合校を朝里小学校とすることに

伴い、その校区を定めるものであります。校区図は、資料にある別図のとおりとなっており

ます。施行期日は、令和２年４月１日といたしたく、先日の市議会において、豊倉小学校の

廃止に係る、小樽市立学校設置条例の一部を改正する条例案が可決されましたので、本日の

定例会でこの規則案を提案したものであります。 

以上、御審議のほど、よろしくお願いいたします。 

 

林教育長  ただ今の説明に関しまして、御意見・御質問等ございますでしょうか。 

豊倉小学校の廃止と松ヶ枝中学校の校舎移転の条例、全会一致で議会のほうで承認されま

したので、それを受けて今回の規則を改正するということでございます。 

よろしいでしょうか。 

 

各委員   （異議なし） 

 

林教育長  それでは本件を終了させていただきます。 

続きまして、議案第２号 小樽市教育推進計画について、説明をお願いします。 
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議案第２号 小樽市教育推進計画について 

 

教育総務課長  議案第２号 小樽市教育推進計画について御説明いたします。 

教育委員会第１０回定例会において御協議いただいた計画案について、１１月１１日から

１２月１０日までパブリックコメントを実施いたしました。また、議会、教育関連審議会や

各小中学校へ御意見を伺ったところ、別紙のとおり御意見をいただいたところです。 

Ａ４横のペーパーが３種類ありますが、まず、「議会・教育関連審議会からの意見・要望と

原課の考え」を御覧いただきたいと思います。こちらの６番・７番、市民にはわかりづらい

用語が文章の中に散見されるということで、この部分に解説を付した方がよいのではないか、

という御意見がございました。それに基づきまして、教育推進計画の巻末に用語解説を追加

させていただきました。次に８番、スポーツ推進審議会から御意見をいただきまして、指導

者の養成研修を盛り込んでほしい、という御意見でした。こちらについては教育推進計画の

４２ページで「指導者育成をはじめとする研修事業など」という文言を追加しました。次に

９番、同じくスポーツ推進審議会からの御意見で、漢字の間違いの御指摘がありまして、「情

報教育」となるはずが「情操教育」というふうに記載されておりましたので、こちらを正し

く「情報教育」ということで訂正いたしました。これは教育推進計画の４ページにあります。

次に１２番、同じくスポーツ推進審議会からの御意見ですが、「生活習慣の低下」というのが

計画案の文言でしたが、適切な語句を用いてはどうでしょうかという御意見がありましたの

で、「生活習慣の乱れ」というのが一般的な言葉になるのかなということで、教育推進計画の

２３ページ５行目になりますが、「生活習慣の乱れ」という文言に訂正をさせていただきまし

た。最後に１６番・１７番、議会からの御意見です。先の総務常任委員会において質問がご

ざいまして、【達成目標】に「部活動指導員の配置率」の追加は可能かという御意見、また、

１２月に入ってから国の指針でコンピュータの児童生徒一人１台の整備計画が示されたの

で、目標値を３．０人から１．０人にすべきでは、との御意見をいただきましたので、教育

推進計画の２９ページの【達成目標】、３行目に部活動指導員の配置割合を０％から１００％

にする（を加え）、戻りまして２７ページ（の【達成目標】）では教育用コンピュータ１台当

たりの児童生徒数のところを「３．０人」と書いてあったものを「１．０人」というふうに

修正させていただきました。以上、議会それから各種教育関連の審議会からの御意見、１７

件ございましたが、このうち７件を推進計画に反映させていただきました。 

次に、「各小中学校からの意見・要望と原課の考え」を御覧ください。内容としましては、

通級指導学級や特別支援学級に関する御意見など、６校から１８件、資料のとおり寄せられ

ました。この中で特に教育推進計画に反映させた御意見はございませんでした。 

最後に、「パブリックコメントからの意見・要望と原課の考え」を御覧ください。３０日間

のパブリックコメント実施期間で９０件の御意見が寄せられました。御意見の概要につきま

しては、まず４番、表記が「一人一人」と「一人ひとり」が混在しておりましたので、第７

次小樽市総合計画基本計画の表記に準じまして、「一人ひとり」に統一しました。次に１２番

ですが、主語が子どもに限定されているとの御意見がありました。学校教育・社会教育の包

括的な計画ということで、教育推進計画の２ページ、「市民一人ひとりが」に修正しました。
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次に７９番、子育てに悩む家庭に対して、アウトリーチ型支援も設定してほしいという御意

見でした。これについては教育推進計画の２３ページ、【現状と課題】に「家庭教育支援チー

ム」の体制の充実を図り、福祉関係機関との連携を強化する、ということで記載の変更をし

ました。以上、９０件の御意見のうち３件について教育推進計画に反映したところです。こ

れらの御意見を教育推進計画に反映させたものを、今回、最終案として提出いたしました。 

以上、御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

林教育長  ただ今の説明に関しまして、御質問・御意見等ございましたらお願いいたします。 

計画に反映させる部分と、パブリックコメントに対して教育委員会としてこういう考え方

を持っていますよという部分と、２通りの整理の仕方があろうかと思います。推進計画のほ

うは、取り込めるものについては取り込んでいくというスタンスで入れてきました。あと、

これからそれぞれの関係団体とか、パブリックコメントについてはホームページ上で市教委

としての考え方ということで出していくという形になろうかと思いますので、特に意見・要

望への教育委員会の考え方という辺りが、これでいいかどうか、こういう表現がいいかどう

かと、いう点もあろうかと思うのですけれども、そういうところについては御意見をいただ

いて整理をしてお送りしていく、というような形になるのかなというふうに思います。 

 

小澤委員  「パブリックコメントからの意見要望と原課の考え」の４番のところで、「一人一人」を、

２つ目の「一人」を平仮名（「ひとり」）に統一するということで考え方が示されていますが、

これが公表されるとなれば、このパブリックコメントに対する原課の考え方も、「一人一人」

は表記を（「一人ひとり」に）統一したほうが良いのかなと思いました。１ページの４番にそ

れが書かれていて、７ページ一番下（３６番）のところの「一人一人」・・・。 

 

林教育長  ああ、真ん中（３４番）のところにも「一人一人」・・・。 

 

小澤委員  ああ、そうですね。それと１０ページ、５２番のところ、ここも「児童生徒一人一人」、あ

と１２ページ（６３番）にも確かあったと思います。最初の４番は推進計画本体の表記です

が、教育委員会として揃えるということであればこちら（「パブリックコメントからの意見要

望と原課の考え」）のほうも揃えたほうが良いのかなという意見です。 

 

林教育長  言っていること、わかりますね。これ（「一人ひとり」）に統一しますと言っている以上、

パブリックコメント（への原課の考え方）で表に出していくというほうも統一したほうがい

いのではないですかという御意見です。 

 

教育総務課長  はい。 

 

小澤委員  もう１件、内容ではないのですけど、本文に※のついた用語と巻末の用語解説を照合して

みましたら、（推進計画の）９ページ、「施策項目５ 情報教育の充実」の２段落目「実物投

影機」に※がついています。それから１０ページ、「施策項目６ キャリア教育の充実」も１



5 

段落目の最後「キャリア教育」に※がついていますが、後ろの用語解説に「キャリア教育」

と「実物投影機」の項目（解説）が書かれていないように思うのですが、これは付記したほ

うが良いのでないかと思います。それから併せてキャリア教育のほうなのですが、先ほど言

いました１０ページに（※が）あるのですが、（キャリア教育という用語の）初出は４ページ

の下のほうの「施策の体系」に「６ キャリア教育の充実」があるので、こちらのほうに（※

を）付けたほうが良いのかなと私は思いましたけれども、御検討いただければと思います。 

以上です。 

 

林教育長  貴重な御意見ありがとうございます。そのとおりでぐうの音も出ませんけれども・・・。 

そこは修正できますね。 

ほか、ございませんでしょうか。 

 

各委員   （なし） 

 

林教育長  よろしいでしょうか。 

もし何か気付いたことがあれば後ほどでも結構でございますので、事務局のほうにお知ら

せいただければと思います。手直しのほうは、何か皆さん方からあればそれに合わせて訂正

をするのと、あとは私のほうで責任を持って、今、御意見のあったものを踏まえて修正して

決定をしていきたいと思いますので、御了承いただけますでしょうか。 

 

各委員   （異議なし） 

 

林教育長  それではそのように、推進計画を策定するということで、進めさせていただきます。いろ

いろと御協力ありがとうございました。 

次に、報告第１号 小樽市成人式について、説明をお願いします。 

 

報告第１号 小樽市成人式について 

 

生涯学習課長  報告第１号 令和２年小樽市成人式について、報告いたします。 

開催につきましては、令和２年１月１２日（日）の午後２時３０分から、小樽市民会館で

執り行います。 

今回の対象者は平成１１年４月２日から平成１２年４月１日までに生まれた方で、小樽市

に住民登録のある該当者数は９５７人となっており、昨年より８６人減っております。該当

の年齢で、仕事や通学などのため市外に住民登録を移した方も参加することができる旨、周

知しておりますので、参加見込み数は昨年同様、約１，０００人を予定しております。 

式典については、２時３０分から２時５５分までの２５分間を予定しています。全体の流

れといたしましては、はじめに、開式のことばを成人式運営委員から述べたあと、国歌斉唱、

次に、主催者を代表して市長から式辞を述べていただき、議長の祝辞と続き、式典の最後に

成人代表による誓いのことばを宣言していただきます。成人代表は、小樽市成人式運営委員
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会のメンバーの中から選出し、小樽市立高等看護学院の田口
た ぐ ち

圭奈
け い な

さんと石畑
い し は た

ヒカルさんの２

名が自ら代表に申し出たものであります。式典終了後は、アトラクションとして、抽選会と

スライドショーを実施いたします。このほか、祝賀行事として、裏千家淡交会小樽支部によ

るお茶席と記念写真コーナーを設け、午後４時をもって全ての行事を終えることとなります。 

なお、今回も成人式の開催に当たっては、交通安全指導員・小樽ハイヤー協会の協力によ

る交通整理、小樽青年会議所の皆さんによるアトラクション等への協力、えんぴつの会によ

るあいさつ等の要約筆記、市内の企業からの景品の提供など、多くの企業・団体から、これ

まで同様、御支援をいただいております。 

後ほど、教育委員の皆様方には御案内をさせていただきますが、成人式当日におかれまし

ては、例年、御出席いただき大変ありがとうございます。今回も御出席のほどよろしくお願

いいたします。 

令和２年成人式の開催についての報告は、以上であります。 

 

林教育長  ただ今の報告に関しまして、御質問・御意見等ございましたらお願いいたします。 

 

各委員   （なし） 

 

林教育長  よろしいでしょうか。 

それでは、（御出席）よろしくお願いしたいと思います。 

続きまして、報告第２号 文化庁メディア芸術祭小樽展の開催について、説明をお願いし

ます。 

 

報告第２号 文化庁メディア芸術祭小樽展の開催について 

 

生涯学習課長  報告第２号 文化庁メディア芸術祭小樽展の開催について、御報告いたします。 

資料を御覧ください。文化庁主催による「文化庁メディア芸術祭小樽展」が、令和２年１

月１１日から２６日の１６日間、下記のとおり開催されることとなりました。この事業は、

文化庁の主催事業を、札幌のクリプトン・フューチャー・メディア㈱が受託し、企画運営に

携わっているものです。 

まず、下の囲みの部分を御覧いただきたいのですが、メディア芸術と言うのは、メディア

アートや、ゲームなどのエンターテインメント、アニメーション、マンガといった新たな分

野のアートで、文化庁は「文化庁メディア芸術祭」という国際的なフェスティバルを開催し

まして、全世界から公募された作品の顕彰と、各分野の受賞作品の鑑賞機会の提供を行って

おります。また、文化庁メディア芸術祭には「地方展」というものがありまして、地方にお

いて優れたメディア芸術を鑑賞する機会を提供し、認知度の拡大などを目指したいというこ

とで、毎年国内の数都市で地方展が開催されております。令和元年度の地方展は、同時期に

開催される長崎展（一般社団法人ＮＨＫインターナショナルが提案）と小樽展の２か所の提

案が採択されております。 

資料の上から改めて御説明しますが、日程につきましては、令和２年１月１１日（土）か
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ら１月２６日（日）の１６日間、会場につきましては、地域の人や観光客の回遊性を高めた

いという思いもありまして、展示は運河プラザ三番庫、市立小樽文学館、産業会館の３か所

に分かれております。主催は文化庁で、企画運営をクリプトン・フューチャー・メディア㈱

が受託し、事業費は１００％文化庁が負担するものです。また、小樽市と小樽市教育委員会、

小樽商工会議所、小樽観光協会が共催者として加わることとしております。展覧会の内容に

つきましては、カラーのチラシを御覧ください。運河プラザ三番庫では、「チームラボ」とい

う世界中から展覧会のオファーが届くアート集団の作品「百年海図巻
ひ ゃ く ね ん う み ず か ん

」などのメディアアー

トの展示、市立小樽文学館では、マンガ分野の受賞・入選作品を読むことができる読書ゾー

ンの設置、産業会館では、受託するクリプトン・フューチャー・メディア㈱が開発した、初

音ミク（音作りに携わるソフトウエアとそのキャラクター）関連の展示や、今回エグゼクテ

ィブアドバイザーを務めている水口
み ず ぐ ち

哲也
て つ や

さんという、小樽生まれでゲームの世界では世界中

から注目されている方のＶＲ（仮想現実）技術を使ったエンターテインメント分野の展示な

どが行われます。また、もう一つ上映などの会場となりますマリンホールでは、１月２４日

（金）と２５日（土）に、小樽ロケの「ＬＯＶＥ ＬＥＴＴＥＲ」でおなじみの岩井
い わ い

俊二
し ゅ ん じ

監

督や、細田
ほ そ だ

守
まもる

監督、新海
し ん か い

誠
まこと

監督の長編アニメーション作品が上映されるほか、チラシの裏面

に記載されているのですが、１月１３日（月）にはシンポジウムが開催されることとなって

おります。資料に戻りまして、最後にその他ですが、入場料は全て無料となっています。 

小樽展で展示、上映する作品について、作家との交渉に時間を要したと聞いておりますが、

ようやくこうして作品が固まりましたので、今週、このチラシを市内の小・中・高校生に配

布しております。冬休み期間中でもありますので、是非多くの児童・生徒の皆さんにメディ

ア芸術に触れてもらいたいと考えております。また、ＪＲ小樽駅や中央バスなどにも御協力

をいただきながら、ポスターなどで幅広い皆さんにお越しいただけるよう周知を行ってまい

ります。 

文化庁メディア芸術祭小樽展の開催についての報告は、以上であります。 

 

林教育長  ただ今の報告に関しまして、御質問・御意見等ございましたらお願いいたします。 

小樽がこの芸術祭に選ばれたということは非常に光栄なことと思いますけれども、どのく

らいの集客力があるのかというところでいけば、興味のある方はたくさんいらっしゃるので、

かなり札幌方面辺りから来られるのかなと。そこら辺、ＰＲが大切になるのかなと思ってい

ます。教育委員会が関連する施設も、文学館などで活用されますので、こういう機会を通じ

て今までにないメディアの良さというものを我々も理解していく必要があるのかなと。文化

庁のほうも、メディア芸術というように日本の芸術の中で最先端を行く芸術としてかなり力

を入れていますので、そういった意味でも、小樽でやるということに意味があるのと、三番

庫だとか産業会館だとか、そういう施設を使ってというところが面白いところで、たぶん長

崎あたりは何とか文化センターみたいなところでやるのかもしれませんけど。 

よろしいでしょうか。 

 

各委員   （なし） 

 



8 

林教育長  ぜひ機会があれば皆さん方にも見ていただきたいなと思いますのでよろしくお願いいた

します。それでは本件を終了いたします。 

次に、報告第３号 令和２年度全国学力・学習状況調査について、説明をお願いします。 

 

報告第３号 令和２年度全国学力・学習状況調査について 

 

学校教育支援室主幹（教育課程・研修担当）  報告第３号 令和２年度全国学力・学習状況調査につ

いて、御報告いたします。 

令和２年度の調査実施日は、４月１６日（木）となっており、調査対象は、小学校第６学

年と中学校第３学年の全児童生徒、調査内容の教科に関する調査は、国語、算数・数学とな

っており、これまで同様、生活習慣や学習環境等に関する児童生徒質問紙調査と学校に対す

る調査も実施されます。今年度の実施要領からの主な変更点としましては、６番目にありま

すように、経年変化分析調査が加わり、抽出調査により、全国的な学力の状況について、経

年の変化を把握・分析し、今後の教育施策の検証・改善に役立てることを目的として行われ

ます。また、７番目にありますように、抽出した学校で、調査を受けた児童生徒の保護者が

対象となる、保護者に対する調査も実施されます。調査の内容は、児童生徒の家庭における

状況や、保護者の教育に関する考え方等となっております。なお、抽出される学校について

は、別途、連絡が来ることとなっております。 

令和２年度の調査の実施に当たっては、これまで同様、本調査が円滑かつ確実に実施する

ことができるよう、万全の体制で実施してまいります。 

以上でございます。 

 

林教育長  本件に関して、御質問・御意見等ございますでしょうか。 

今年度は英語がございましたけど、来年度はないということですね。あと、抽出になるの

で小樽の学校が入るかどうかわかりませんけれども、保護者に対する調査も行うみたいです

ので、結果がどういうふうになるのかというのは興味あるところですね。 

そのほかございませんか。よろしいでしょうか。 

 

各委員   （なし） 

 

林教育長  それでは、本件を終了させていただきます。 

続きまして、その他の報告になりますけれども、寄附採納について、説明をお願いします。 

 

その他 寄附採納について 

 

教育総務課長  寄附が５件ございましたので、御報告いたします。 

１件目は、奥山
お く や ま

敦子
あ つ こ

様から、図書館に対し図書１４冊、２万円相当を御寄贈いただきまし

た。奥山様のお母様が小樽在住で図書館をよく利用されているとのことで、日頃の感謝の気

持ちを込めて、図書充実のため役立ててほしいと寄附をされました。 
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２件目は、国際ソロプチミスト小樽様から、１２月１日に開催された「チャリティクリス

マスの集い」の収益金の一部１０万円を奨学資金基金に御寄贈いただきました。国際ソロプ

チミスト小樽様からは、平成１１年より御寄附をいただいており、今回で３２回目、総額４

３０万円となります。 

３件目は、高坂
た か さ か

啓子
け い こ

様から小樽市奨学資金基金に１０万円を御寄贈いただきました。高坂

様からは、平成１４年より御寄附をいただいておりまして、今回で２３回目、総額は３２５

万円となります。 

４件目は、美術品についてですが、市立小樽美術館資料収蔵委員会を経て１２月１９日に

３４点、総額１，３２１万５，０００円相当を今年度分の寄附として受け入れることになっ

たものであります。詳細につきましては、美術館の星田主幹から御説明いたします。 

 

美術館主幹  令和元年度の美術館新収蔵品の特徴とその経緯について説明いたします。 

今年は開館４０周年という節目により収蔵方針にのっとった３４点の御寄贈を受けまし

た。４０周年の最後を飾る特別展「工藤
く ど う

三郎
さ ぶ ろ う

展」に展示してほしい、また今後直近の開催を

検討している「池田
い け だ

良二
り ょ う じ

展」に活用いただきたいなど、御要望も込められたものもございま

す。件数として多かったのはリスト番号の１０番から１８番、洋画家石塚
い し づ か

常男
つ ね お

の油彩が９点、

こちらが小樽信用金庫のカレンダーの製作原画などの旧蔵品で新金庫発足のために御寄贈

いただくこととなりました。石塚は中村
な か む ら

善作
ぜ ん さ く

の直弟子の一人で、運河で知られた画家で展示

の機会も多く期待でき収蔵を喜んでいるところです。一
い ち

原
は ら

有徳
あ り の り

が４点、リスト番号の２５番

から２８番、当館は記念ホールがありますので一原のステーションとしてあらゆる研究者や

メディアに活用いただくための期待に応えていく必要があり、可能な限り収蔵していきたい

と考えております。その他、大月
お お つ き

源二
げ ん じ

、佐藤
さ と う

忠良
ちゅうりょう

、国松
く に ま つ

登
のぼる

など著名作家の作品もありますが、

市民だけではなく全国から、家を整理する必要が生じた際にインターネットで検索されて当

館がゆかりの美術館であることを知り、送料込で作品を納めていただいたケースがございま

す。作品の特徴は、小樽の歴史的な流れが色濃く反映されている、現在の小樽市民が知らな

いものもあり、トランスポーターなど現在存在していないもの、周囲の景観がすっかり変わ

ってしまったもの、画家たちはその時代の魅力を写し取っているという意味で、大変貴重な

作品であります。 

１１月２３日開催の美術館資料収蔵委員会で承認を受けまして、小樽の文化的な奥行きの

感じられる優れた美術品であり、北海道美術史を語る上で欠かせない作品という評価をいた

だきました。総点数３４点、評価額１，３２１万５，０００円相当の寄贈となりました。 

報告は以上でございます。 

 

教育総務課長  続きまして５件目は、潮陵６３期同期会様から小樽市交通災害遺児奨学資金基金に５

万７，５２２円を御寄贈いただきました。今回、高校卒業５０年の節目ということで同期会

を解散する事となったそうで、精算金全額を御寄附いただくものです。なお、本日午前、教

育長室において寄附贈呈式を執り行いました。 

報告は以上でございます。 
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林教育長  ただ今の報告に関しまして、御質問等ございましたらお願いいたします。 

この石塚常男さんの作品というのは、先ほど信金とか、というお話をしていたけど、そこ

ら辺の話をちょっと教えていただけませんか。 

 

美術館主幹  一括してお話が出たのは博物館で、石川館長のほうで、その他の資料もあったのだと思

いますが、美術館についてはカレンダーの原画を石塚先生に信金として依頼されていて、建

物の中で飾られていた作品です。 

 

林教育長  ああ、そういうことか。 

それならほかに、資料等については博物館のほうで収蔵するという形なのですね。 

 

美術館主幹  はい。 

 

林教育長  非常に価値の高い石塚先生のものは美術館で収蔵するということですね。 

 

美術館主幹  はい。 

 

林教育長  ほかにございませんでしょうか。よろしいでしょうか。 

 

各委員   （なし） 

 

林教育長  では、本件を終了させていただきます。 

それでは、ただ今から非公開の審議に入りますので、報道関係者及び傍聴者の方、おられ

ましたら、御退席をお願いいたします。 

 

＜非公開の審議開始＞ 

 

協議第１号 令和元年度教育費補正予算案について 

 

教育総務課長と生涯学習課長から、令和元年度教育費補正予算案について説明し、林教育

長から質問があったほか、全委員による協議が行われた。 

 

協議第２号 令和２年度教育費予算案について 

 

教育総務課長と施設管理課長から、令和２年度教育費予算案について説明し、林教育長、

常見委員、笹谷委員、小澤委員から質問があったほか、全委員による協議が行われた。 

 

＜非公開の審議終了＞ 
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林教育長  以上で、教育委員会第１２回定例会を閉会いたします。 


